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1. 背景と研究目的 

 近年，ソフトウェア開発ではアジャイル開発

が注目されている．この手法は，仕様・要件変

更が起きやすいためタスクの変更が何度も起こ

る．特に，開発経験が浅いメンバーが多いプロ

ジェクトでは手戻りの頻発やタスクの未消化が

発生しやすい．これらはスケジュールの遅延に

つながり，結果としてプロジェクト全体の成否

に影響する[1]．タスクを消化できない原因の 1 つ

に，タスクの優先度を決めていないことが挙げ

られる[2]．タスクを洗い出した後は優先度を決め

ることで，着手するべき順番が明確になる． 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡

大により，在宅勤務やオンライン授業が推奨さ

れた．ソフトウェア開発のプロジェクト活動で

も開発やミーティングなどをオンライン上で実

施するケースが増加した[3]．しかし，従来よりも

プロジェクトメンバー同士が交流する機会が減

り，複数人の意見を取り入れた優先度の見積も

りが難しくなったと考えられる． 

 そこで本研究は，開発経験が浅いメンバーが

多いソフトウェア開発プロジェクトにおけるタ

スク遂行支援を目的とし，オンデマンド形式で

のタスクの優先度見積もり手法を提案し，その

有効性を検証することを目標とする． 
 
2. 関連研究 

 Moløkken-Østvold らの研究に，アジャイル開

発におけるストーリーポイントの見積もりとプ 

ランニングポーカーの実証研究がある[4]．プラン

ニングポーカーとは，アジャイル開発で頻繁に

使われる見積もり手法である．見積もりたいユ

ーザーストーリーに関わる人がグループになり， 

フィボナッチ数が書かれたカードを用いてゲー

ム感覚で実施できる．グループで見積もること

で考慮漏れを顕在化させ，時間をかけずに相対

的に見積もることができるため，開発経験を問

わず誰でも取り組みやすいことが特徴である．

Moløkken-Østvoldらによると，個人でストーリ 

 

 

 

 

ーポイントを見積もるよりもグループディスカ

ッションで合意を得た見積もりの方が正確であ

った．  

 

3. 課題と解決アプローチ 

 前章の関連研究から 2つの課題を以下に示す． 

l 開発経験が浅いメンバーが，タスクの優先

度を 1人で見積もることは困難である 

l グループディスカッションでタスクの優先

度見積もりの値を決めるには，メンバー全

員のスケジュールと場所を合わせることが

必要である 

 課題 1 について，タスクの優先度は緊急性や重

要性を考慮して見積もる必要があるため，開発

経験が浅いメンバーが 1人で見積もることは難し

い．これを解決することで，メンバー同士で意

見を交換しながら見積もることができ．1 人の時

よりも正確な見積もりができると考えられる． 

 課題 2 について，グループディスカッションの

ためにメンバー全員のスケジュールと場所を合

わせることは，人数が多いほど困難である．こ

れを解決することで，スケジュールを拘束せず

に時間を効率的に使うことができる． 

 課題に対する解決アプローチを以下に示す． 

l タスクの優先度を見積もるプランニン

グポーカーを提案 

l カードを使わず，オンデマンド型で 

タスクの優先度見積もりができるシス

テムを開発 

 

4. 提案システム 

 前章の解決アプローチに基づいて，オンデマ

ンド形式でタスクの優先度見積もりができるシ

ステムを提案する．提案システムの概要図を図 1

に示す．主な機能は以下の 3つである． 

I.   タスクの優先度見積もり機能 

II.   評価依頼機能 

III.  評価依頼・完了の通知機能 

 各機能は図 1 のツールを主に用いて実装する．

図 1 のメンバーA はタスクの優先度見積もりの値

とタスク内容を入力し，未消化であるタスクの

優先度を付ける．見積もりの値としてフィボナ

ッチ数を用いる．1, 2, 3, 5, 8の 5 段階で優先

Proposal of an On-demand Priority of Task Estimation Method 
for Agile Development Project 
†Mai Suto †Michiko Oba 
†School of System Information Science, Future University  
Hakodate 

Copyright     2022 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-617

4ZH-08

情報処理学会第84回全国大会



度を見積もる．評価とは，図 1の被験者Aのタス
クの優先度を他メンバーがAと同じように⾒積も
ることを意味する． 

 
図 1 提案システムの概要図 

 

5. 実験 

5.1. 実験対象 

 公立はこだて未来大学の学部 3年で実施される

PBL のソフトウェア開発プロジェクト X に属する

44名を対象に実験する．このプロジェクトは 3サ

ービスに分かれている． 

5.2. 実験手順 

 被験者に提案システムを使用してもらう．評

価者は各サービス内任意のメンバー3 名ずつであ

る．実験は次の流れで実施する． 

1. 事前アンケートの実施 

2. 実験説明・提案システム準備 

3. 提案システムを用いて，タスクの優先度見

積もりの値とタスク内容を記入 

4. 手順 3の内容を全て書き終わった後，評価者

3名へ評価依頼 

5. 評価完了後，タスクの優先度見積もりの値

を再検討 

6. 手順 3, 4, 5をタスク発生の度に繰り返す 

 

6. 実験結果 

 実験後，被験者のデータを個人ごとに収集し，

可視化した．図 2 は被験者 aのデータである． 

 
図 2 被験者 Aのタスク量変化 

 目視分析の結果，被験者全体のデータから以

下の 2つの傾向が見られた． 

l タスクが新たに追加された翌日に未完了タ

スクが減少している 

l 締切が過ぎたタスク量の変化は 5 日以上 

横ばいであることが多い 

 これらの傾向はシステムを利用した 8 割の被験

者に見られたため，被験者全体の共通の傾向と

して考えられる． 

 

7. 考察 

 タスクが新たに追加された翌日に未完了タス

クが減少しているという傾向から，追加された

直後すぐタスクに着手していると考える．優先

度を見積もったことで．着手する順番が明確に

なるため，ツール使用後すぐにタスク着手に取

り掛かることができたからであると考える．締

切が過ぎたタスク量の変化は 5 日以上横ばいであ

ることが多いという傾向から，優先度が低いと

見積もったタスクの消化が遅れていると考える．

これは，優先度が低いと見積もったため後回し

にしてしまっていることやタスクの細分化がで

きていないことが理由として挙げられる．  

 

8. まとめ 

 本研究は開発経験が浅いメンバーが多いソフ

トウェア開発プロジェクトにおけるタスク遂行

支援を目的とした．目的達成のために，オンデ

マンド形式でのタスクの優先度見積もり手法を

提案し，有効性を検証した．結果，タスクの優

先度を見積もることはタスク遂行の支援に効果

的であったが，一定期間が経過した未完了タス

クについては再見積もりが必要であると考える．

今後は，実験のデータを機械的に分析する． 
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